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「カジダン」という言葉
をご存じですか。カジダン
とは、料理や掃除などの「家
事」をする「男性」のこと。
あなたも「カジダン」デビ
ューしてみませんか。
日時・内容など＝下表の
とおり
場所＝中央公民館
対象＝市内に在住・通勤・
通学する 18 歳以上で、2
回とも参加できる男性
定員＝ 20 人
多数の場合は抽選し、
11 月 27 日㈫以降にお知ら
せします。
参加費＝ 500 円
初回に徴収します。都合
によりどちらかしか受講で

きなかった場合でも、返金
はありません。
申込方法＝往復はがきの
往信用に「カジダン講座参
加希望」・氏名（ふりがな）・
住所・勤務先または学校名
と所在地（市外の人）・年齢・
電話番号・保育を希望する
人は子どもの氏名（ふりが
な）と年齢を、返信用に住
所・氏名を書いて郵送して
ください
はがき１枚につき１人の
申し込みとします。
しめきり＝ 11 月 22 日
㈭（必着）
申込・問合せ先＝市民参
画課（〒 610-0393〈住所
不要〉、☎ 64-1314）

市は、大住児童館と普賢寺児童
館で親子教室を開きます。
期間＝平成 25 年 1 月 15 日㈫
～ 3月 15 日㈮
時間＝▼午前の部…午前 10 時

～ 11 時▼午後の部…午後 1時 30
分～ 2時 30 分
対象・場所・定員・内容＝下表
のとおり
申込方法＝往復はがきの往信用
に希望クラス（曜日と午前か午
後）・住所・親子の氏名（ふりがな）・
子どもの性別と生年月日・電話番
号・初めて参加する人は「初めて
参加」を、返信用に住所・氏名を
書いて、参加希望の児童館へ郵送

してください
いずれかの児童館の教室に参加
したことがある人は、「初めて」
となりません。同年齢の教室で両
児童館に申し込んだ場合は無効と
します。
しめきり＝11月 14日㈬（必着）
なお、初めて参加する人を優先
し、多数の場合は 11 月 28 日㈬
午後 1時 30 分から抽選します。
申込・問合せ先＝▼大住児童館

（〒 610-0343 京田辺市大住内山
7、☎ 68-2225）
▼普賢寺児童館（〒 610-0323
京田辺市水取門田 6-3、☎ 65-
0153）
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京田辺市地域包括支援セン
ターは、介護予防のひろばを開
きます。
同イベントでは、日常の動作
を使ったリハビリや認知症予防
のための運動をはじめ、元気な
うちから自分の財産を守り将来
に備えるため、成年後見制度を
学びます。
この機会に介護予防について
考えてみませんか。
【日時】
12 月 12 日㈬午前 10 時～午
後 4時 30 分
【場所】
コミュニティホール
【講演】
時間・テーマ・講師＝▼午前
10 時～ 11 時 30 分…任意後見
制度をご存じですか？成年後見
制度の理解を深める・NPO 法
人ユニバーサル・ケア代表者の
内藤健三郎さん▼午後 1時 15
分～ 2時 30 分…生活の中で介
護予防ができる！！・医療法人
社団石鎚会田辺中央病院リハビ
リテーション部統括部長・理学
療法士の末廣健児さん
【実技】
時間＝午後 2時 45 分～ 4時
テーマ＝楽しく気軽に脳と体
を動かそうオリジナル体操編
講師＝㈱ノーザンライツ・

コーポレーション健康運動指導
士の村田壮さん
【コンサート】
時間＝午後 0時 20 分～ 0 時
50 分
出演＝同志社女子大学学芸学
部音楽学科音楽文化専攻音楽療
法コースの学生・卒業生
【展示・情報コーナー】
介護予防に関する最新情報を
紹介します
【定員】
講演・実技のみ各 80 人
【参加費】
無料
【申込方法】
来所か電話で申し込んでくだ
さい
【しめきり】　
11 月 22 日㈭
【申込・問合せ先】
地域包括支援センター（▼高
齢介護課内、☎ 63-1268 ▼老
人福祉センター常磐苑内、☎
68-1310）
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２２
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自分の思いを話す発表者（昨年の様子）

市・教育委員会は、京田辺市
ハートフルフェスタを開きま
す。人権を尊重することの大切
さを考える講演・人権に関する
子どもの作品展示などを通し
て、身近な人権問題を考えてみ
ませんか。
【日時】
12 月 1 日㈯午後 1時 30 分か

ら（受け付けは午後 1時から）
【場所】
中央公民館
【オープニング】
コール・ハレルヤによる合唱
【講演】
テーマ＝「あきらめない心」
マイナスをプラスに～差別・偏
見のない社会に向けて～

講師＝車いすのアーティスト
の佐野有美（あみ）さん
先天性四肢欠損症により短い

左足と 3 本の指で生まれる。高
校在学中はチアリーディング部
に所属し、卒業後は会社事務な
どを経験しながら、自らの詩集
に曲を付けCDを販売。「特別じゃ
ない、ふつうの女の子」として
歩んできた彼女の人生から、障
がいのある人の人権を考えます。
手話通訳・要約筆記を希望
する人は 11 月 16 日㈮までに、

保育を希望する人は 11 月 22
日㈭までに申し込んでくださ
い。
【作品展示】
人権をテーマに、市内の子ど
もたちが描いた絵や作文などを
展示します
期間＝ 12 月 1日㈯～ 9日㈰
1 日は午後 1時から、9日は
午後 4時までです。
場所＝▼中央公民館▼北部住
民センター▼中部住民センター
【申込・問合せ先】
▼人権啓発推進課（☎ 64-
1336）▼社会教育・スポーツ推
進課（☎ 64-1394）

京田辺市都市緑化協会は、お正月用の
寄せ植え盆栽講習会を開きます。
盆栽は難しいと思っていませんか。同
講習会ではスタッフが丁寧に指導します
ので、初めての人でも素敵な寄せ植えが
簡単に作れます。
松竹梅の盆栽を使った手作りの寄せ植
えで、お正月を華やかに彩ってみてはい
かがでしょうか。
【日時】
12 月 15 日㈯午後 1時 30 分～ 3時
【場所】
中央公民館
【対象】
市内に在住・通勤する人
【内容】

松竹梅を使った寄せ植え盆栽作り
【定員】
35 人
【参加費】
3,000 円。寄せ植え用の植木鉢を持参
する人は 2,500 円
当日徴収します。
【申込方法】
はがきか℻で、住所・氏名・電話番号
を連絡してください
【申込期間】
11 月 12 日㈪～ 30 日㈮
【申込・問合せ先】
（公財）京田辺市都市緑化協会（〒 610-
0331 京田辺市田辺 28-1、☎・℻ 63-
0433）

展示には毎年素晴ら
しい作品が並びます

あなただけのオリジナル盆栽を作りましょう
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